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昭和59年 5月 1 日

材料科学技術研究所について

大同工業大学 材料科学技術研究所

所 長 岡部隆博

最近の科学や技術の目をみはるような発達に伴い、

新材料の開発並ぴにその利用、 応用が盛んになって

来ました。

一つの例としてエレクトロニックス用材料につい

ては Ge、 S iにつづいて GaAs や lnP 等が開発され、

それ等の加工では IC や FET等毛髪の直径の200分

の 1 程度の0.25µm の加工すら可能になって来ました。

そして、 それ等の材料で出来た部品はコンピュ ータ、

マ イクロ波増幅器等に広く使用され、10年前では想

像もされなかった小さな部品寸法で従って小電力で

高速度動作を行っております。

珍しいセンサ ーの研究も多く 、 航空機、 原子力発

電所等まるで大学の研究室（あるいはそれ以上）の

ように珍しいセンサー、 測定器類でうずもれており

自動車でもエンジン ・ ボディ以外の電子関係部品等

の価格の総計が前二者の合計とほぼ同じくらいのも

のも出来て来ました。

かような情況下で、 優秀な研究家の多くおられる

大同工業大学に材料開発、 その加工法および使用法

の技術開発を目的として、 昭和53年 9月材料科学技

術研究所（略して材研）が設置され、 単に理論研究

のみならず実用研究も盛んに行われ、 従って産業界

との共同研究や産業界の委託研究も積極的に行われ

ることになりました。 現在材研関係の先生方は10数

名になっております。

●研究所組織

第 1 部門（材料開発）／機械材料研究室、 電気竃子材

料研究室、 建設材料研究室

第2部門（加工技術開発）／機械加工研究室、 電気加

工研究室

なお昭和59年 1月の材研のテーマは次記の通りで

すが、 多大のご援助を大同特殊鋼株式会社等より受

けズ．おり•ます。ー今後テーマが益々増加し、 その研究

は深くなり、 成果が上がり社会に貢献することを期

待しております。

◎材研 昭和59年1月テ ーマ

1. 複合材料

2. V プロセス

3. 高融点材料

4. 液化ガス絶縁

5. A ,e切削加工

6. 超軽量骨材

7 . 鋳型の研究

8. マ イクロ波応用

9. アモルファス鋼板

10. 形状記憶合金

11. 太賜電池 等。

なお、 大学と研究、 研究による大学教育等、 もう

少し大学の研究所の原点に立ちかえり述べてみたか

ったのですが、 次の機会にいたします。
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大同工大同窓会

豊田支部発足

アイサク鉄工KK.

62M 佐藤洋
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去る昭和58年11月13日、 豊田

市内にて大同工大同窓会豊田支

部発足の集いを執り行うことが

出きたことをこの会報の場をお

借りして報告させていただきま

す。 豊田市内在住 、 在勤者を一

応の対象とし、 同窓会本部でその名簿を作成願った

ところ、 何と79名、 これだけの同窓生が身近な所に

いて何ら交流が無いことに62Mとしての怠漫を反省

しつつ、 同期の杉浦光明君と急きょ発 足の準備をし、

遅蒔きながらスタートした次第です。 当日は本部よ

り新美会長、 杉浦副会長、 山田事務局長、 3 方の出

席を頂き、 ご覧の通り非常にささやかな梨まりとな

りました。 卒業以来初めて故、 緊張気味であった雰

囲気も自己紹介に始まり、 本部諸氏による母校の変

遷振り、 各地域に於ける同窓生の活躍を間くに及ん

で気分も砕け、 和やかなものとなりました。 当初、

心配していた会の進行作業など 、 全く不要で、 各人

が進行役を務めてくれ、 時間と共に盛り上がりをみ

せてきました。 似通った仕事につく者同志は共通の

話題に 、 職種が違う者は未知なる出来事に興味を示

し、 話の輪は消えることがありませんでした。 酒で

の勢いも手伝って、 舞台での喉自慢に移り、 これま

た途切れることなく、 その盛況振りはとても言葉で

表わすことは出米ません。｀大同工大” という、 共通

の場を起点に社会に出て、今ここに顔を合せ、 過ぎ

し日を懐しみ、 現在を、 将来を語り合う、 ごくあり

ふれた集まりであったが 、 ｀大同工大” という共通点

は、 我々のみが持ち得る特点であり、 共通点がある

が故に、 肌で感じ合うことが出来る仲間意識が起き

てくると思われます。 小さな出発ではありましたか

大同工大の名のもとに結ばれている我々のため、 こ

れから巣立って来る後輩のためにも、 この集まり、

年 1 回以上の開催を出席者全員で誓い合いました。

今後、 同窓生の皆さんに、 追って名簿を送付する予

定です。 同窓会出席はもとより、 各自が個々に交流

を計られんことを期待するものです。 尚、 豊田市在

住、 在勤に限らず、 豊田市近隣の方、 どなたでも結

構です。 大同工大同窓の諸君、 一緒に語り合おうで

はありませんか。 最後に、今回の発足に当り、 協力

して下さった同窓会本部、 及びその関係者の皆さん

に一言、 お礼申し上げます、 有難うございました。

（連絡先）

佐 藤 洋

〒471 豊田市宮町 7 の41 T E L 32-4065 

杉 浦光明

〒471 豊田市上野町 2 -120-10 
TEL 80-1708 
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奥の細道で月日は百代の過客とありますが、 卒業

して16年を過ぎようとしています。 年月は早いもの

と、 64回生に限らず諸氏皆々か痛感している心境と

思います。

そんな思いから友人に話を聞いて見ると、 独身時

代は学校の先生、 友人との交流も有りますが、 それ

ぞれが結婚することにより、 仕事、 家庭、 社会に多

忙をきわめ、 友人との連絡が無くなり消息すら分か

らぬ状態になり、 何かと支障をきたすことが多くな

り、 せめて連絡だけは出来るようにしたいと思い 、

一番難関の名簿作成に対して有志に協力をお願いし

た所 、 心よく引き受けて下さいましたので早速会の

準備に入りました；し．お互い責任ある重要な仕事に身

を置き期待される中年達の集まりのため、 なかなか

思うにまかせず、 それぞれの立場で消息を追いかけ

毎週土曜日は深夜まで名簿作成に専念致しました。

効あってほぼ全貝の住所録を作成することが出来ま

した。 当然その過程には： 一度顔を見たい 、 会いた

い 、 話したい 、 そん な気持か有志のみならず 、 多く

の人達に応えるべく機会を作るため同年会出欠の案

内状を送付することか出来 、 恩師尾崎先生 、 本田先

生をお迎えして第1回同年会開催の運ぴとなりました。

久しぶりに合わす顔、 難しい言葉もしぐさもいら

ない。 よう／やあ ．1で心か通じ思い出してくれた。

変わったなあ ．Iいや変わっていないな ．Iと言いなが

らタイムトンネルにて16年前に逆もどり、 各々確認

し合いながら懐かしい友との対面である。 16年間と

いう月日は、 色々なことが多くありすぎ、 又技術革

新の渦中 、 日夜 、 研究と努力をかさね、 人生の荒波

に立ち向っている様子などよく分り、 花の形や色に

違いはあるけれど、 咲きそろう日も近いと心強く思

いました。

小生感じた所では、 意外な程自分の能力 、 適性を良

く知っておられ、 各分野で力以上の効果を上げ、世渡

りがうまいので感心しました。 そんな積り積った話に

花が咲き和気相々と話がはずみ、 ゆとりを持ったつも

りの時間も束の間に過ぎてしまいました。 次の開催を

誓って写其撮影し閉会とし、 それぞれ何故へやら……。

次回は時間の都合で出席出来なかった方も是非出

席して見て下さい。 人生感が変わるほど大きなチャ

ンスの糸口が見付けられるかもしれません。

幸い男子のみ 、 人生の終着駅まて励まし合い 、 助

け合い、 声を掛け合って仲良く進みたいものです。

最後に多くの方から 、 激励や励ましの言葉を頂き

又、 盛大に第 1 回目を終了出米ましたことを役員 一

同感謝致しております。

尚、 名簿が出来上がっておりますので 、 下記へご
一報下さい。

準事務局 安井敬晴

〒467 名古屋市瑞穂区大喜町2-50

TEL <052〉 881-8738
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58年度同窓会懇識論開かれる

多数の卒業生の顔が 、 学内の各所に見られる第19

回 、 大同工大祭の行われた5月 22日(B) 、 大同 学園体

育館ミー ティングルー ムにて懇親会が開かれた。

浅田学長はじめ、 懐しい先生方をお迎えした会は、

日頃会うことの出来ない卒業生や久し振りにお顔を

見る先生方との話しが弾み、 仕事や 学生時代の様子

など 、 和やかな談笑が進んだ。

今後も 、 母校の様子や1日友との語らいの場とした

社交場となるように懇親会を活発にしたいと思いま

す。 同窓生の皆様の益々の参加を願っています。

大同工業大学が 、 創立され早くも20 年の歳月が過

ぎ 、 立派な青年紳士となる 年となりました。

こうした中で大同技術協会は 、 昭和45年設立以来

卒業生を中心としてお互いの技術の交流によって、

自己の研鑽と母校の発展およびそのコミュニケ ー シ

ョンの場となるよう種々の活動を行って来ました。

我々は 、 日常生活あるいは社会生活において、 日々

が新しい発見 、 勉学の真只中にいます。 この中で得

た経験、 知識などを 同窓生へ伝えるとともに、 様々

な問題を提起し 、 解決の足掛りを得ることが 「生涯

の大学」であります。

皆さん 、 この 「生涯の大学」に参加し、 自からの

会の活動

大同技術協会
事務局

67M 

青山正治

日本専売公社
名古屋工場にて (58.6. 14) 

技術、 広い知識を養ない、 新しい糧となるべき根を

作ろうではありませんか。

大同技術協会に参加の希望がありましたならば、

同封の郵便振替用紙に必要事項を記入の上、 年会費

として 3,000 円をご納入下さい。

58年度行事

0工場見 学会 4 回 0懇親会 1 回

0技術講演会 3回 0協会誌発行 1回

連絡先 名古屋市南区大同町 2 -21

大同工大内 大同技術協会

事務局 青山、 野村
















